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'96年3月、函館市は、住民・高

校生の意識調査やまちづくりアイ

デア募集などをもとに、21世紀

を展望した「第４次函館圏総合計

画」（'96～'05年度）を策定した。

「シンフォニック・ポエム21」と

名づけられたこの計画は、国際化、

高齢化、情報化、環境対策などを

視野に入れた「ふれあいとやさし

さに包まれた世界都市」を目指し、

「交流拠点をめざすまちづくり」、

「地域の特性を生かした個性のあ

るまちづくり」、「住民の協働に

よるまちづくり」の3本を基本姿

勢としたものである。

この市民と行政との協働のまち

づくりを進めるため、第４次函館

圏総合計画策定の際には公募で

100人会議が設置され、また、'97

年度の都市計画マスタープラン策

定の際には、公募された21人の

市民による懇話会「G・D・21

（グランド・デザイン・21）」の

手により素案づくりが行われた。

このような市民と行政との協働

型のまちづくり活動は、ボランテ

ィア市民を中心として'88年9月の

「西部地区歴史的景観条例」制定

を機に、特別史跡「五稜郭跡」を

会場とした「函館野外劇」が開催

されたことを嚆矢として、冬場の

観光オフ・シーズンには「はこだ

てクリスマスファンタジー」や

「五稜星（ほし）の夢」など、多

くの市民による手づくりイベント

が開催されるようになったことが

背景にある。

函館市のまちづくり活動を活発

化させるきっかけとなった「函館

市西部地区歴史的景観条例」は、

西部地区の一部120haを「歴史的

景観地域」に指定し、この地域に

おける建築行為などは市役所への

届け出を義務づけたものだった。

条例制定の背景となったのは、

'78年に「旧北海道庁函館支庁庁

舎（北海道指定有形文化財）」が

北海道開拓の村（札幌市）へ移転

する問題で市民団体「函館の歴史

的風土を守る会」が発足するなど

市民運動が盛り上がったことにあ

り、市もこれを受け、重要文化財

「旧函館区公会堂」の修復、元町

公園の整備に取り組み、景観条例

制定と動きだすのである。

この「旧函館区公会堂」の修復

作業を観ていた元町倶楽部のメン

バーが、歴史的建造物の塗装の下

に現在の外観と違う色の塗装が隠

されていることに気づき、歴史的

建造物の塗装表面をサンド・ペー

パーでこすって古い色を調べる

「こすり出し」運動が始まり、現

在の「元町倶楽部」の発足となっ

た。

市民参加によるまちづくり

元町倶楽部立ち上げ
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伝統的地域の
活性化活動を担う

－函館市 特定非営利活動法人・元町倶楽部－

北海道を代表する観光地・函館市は、異国情緒豊かで美しい港町として優れ

た文化遺産を資源に、全国有数の観光都市に発展してきたが、'98年をピーク

に観光客の入れ込みは伸び悩んでいる。

この現状を打破するために、函館市の市

民と行政が協働し一丸となってまちづくり

に取り組んでいる。そのなかから、「こす

り出し」運動を通じて、歴史的建造物の色

彩を再生し、活性化活動の一翼を担ってい

る、特定非営利活動法人・元町倶楽部にお

邪魔した。
遺愛幼稚園
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街の色彩再発見。下見坂の町家

に塗り重ねたペンキの層を発見し

て、ペンキ色彩を通した街の歴史、

文化を研究する「こすり出し」運

動により、歴史的建造物のペンキ

塗膜をサンドペーパーで削り、研

ぎ出す「こすり出し」という誰も

が手軽にできる、楽しい作業方法

で約100軒近くの建物を調査し、

以前は緑や灰色、白、茶色であっ

たことを発見し、昭和から現在ま

でに至る街並みの色彩の変遷を明

らかにした。

戦時中は灰色が多く、戦後はパ

ステル調の明るい色彩が多く、ま

た、戦前の公共建造物は青や白、

黄などのハイカラな色彩で、民家

のモス・グリーンが街並みを形成

していたことが分かってきた。ち

なみに、建物に刻まれた色の歴史

から時代の貌（かお）がみえてく

ることを元町倶楽部のメンバーは

“時層色環”と名づけた。

'91年に「こすり出し」運動の

研究成果である「港町・函館にお

ける色彩文化の研究－下見坂のペ

ンキ色彩の復元的考察」がトヨタ

財団が主催する「第5回“身近な

うなまち、コミュニティ豊かなま

ち、バランスの良いまちにしてい

きたい。そのためには、市と市民

個人個人が相互に協力しあってい

かなければならない。

元町倶楽部は、次の段階として、

新しいアイデアや手法で、「こす

り出し」のようなフィールドワー

ク的なことをしていこうと考えて

いる。

従来、市民のまちづくりという

と、なにか切実な課題や反対運動

に突き動かされ、やむにやまれず

立ち上がるというタイプの活動が

多かったが、まちづくり公益基金

から生まれつつある市民の活動

は、市民サイドで自主的にまちづ

くりのテーマを設定して市民が自

ら考えて楽しみながら行動する、

能動的かつ非義務的な活動が特色

のように思われる。

能動的なまちづくり活動では、

助成額がたとえ少額でも、それが

呼び水となって、満足できる効果

が出るところまで自主的に活動を

展開していくケースが多いのであ

る。問題は、その呼び水と、困っ

た時などに相談に乗ってくれる相

手や情報ネットワークが用意され

ていることが重要なのである。市

民の自主的な活動の受け皿とし

て、助成面やノウハウ、情報提供

の面からまちづくり公益信託が地

域で機能する可能性がそこにある

ように思える。

環境をみつめよう”研究コンクー

ル」で最優秀賞を獲得。この奨励

金2千万円を原資に「函館からト

ラスト」の掛け声のもとに、 '93

年7月、市民によるまちづくりの

ための公益信託事業「函館色彩ま

ちづくり基金」を設立して、「市

民の市民による市民のための街づ

くりを目指して」活動を開始、市

民の代表からなる7人の運営委員

と1名の信託管理人が寄付を募り

ながら基金の運営を開始した。

'00年までに20件の助成、3件の

自主事業への活動支援を行ってい

るが、この「函館からトラスト」

は、次のような5つの“から”に

こだわって、市民のまちづくりを

目指している。

① 函館のカラーにこだわる　函

館のカラー（色彩や地域の歴

史・文化）にこだわった街並み、

まちづくりを支援する。

② 函館からの発信　市民の活動

要求を育て、市民まちづくりの

活動の輪を広げる。

③ からくち（辛口）の情報　行

政、市民にとって辛口の内容や言

いにくいことを自由に言い合う。

④ カタリスト（触媒）としての

「から」 基金に関係する人々、

活動のカタリスト（触媒）とし

て機能する「函館からトラスト

事務局」と情報媒体としての機

関誌「から」の発行。

⑤ 目に見える成果から　助成活

動を通して、実際の環境に、目

に見える成果を着実に積み上げ

て行くことで、市民、行政、企

業等の基金への評価を高めても

らおうと考えている。

現在、西部地区は高齢化や少子

化が進んでおり、若い住民が少な

くなっている。若い人が住めるよ

時層色環

まちづくり公益信託の果たす役割

函館からトラスト

「こすり出し」作業

元町倶楽部　太田誠一氏
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